
 

 

２０１６年度大会のお知らせ（予告） 

 
2015 年 9 月 1 日 

日本農業経済学会 

 

開催日程：2016 年 3 月 29 日（火），30 日（水）

（1 日目：シンポジウム・総会 

      2 日目：個別報告〈口頭報告・ポス 

           ター報告〉・特別セッションほか） 

開 催 校：秋田県立大学・生物資源科学部 

〔１日目 アトリオン音楽ホール（秋田市）〕 

〔２日目 秋田県立大学秋田キャンパス〕 

 

個別報告および特別セッションの留意事項

と，今後のスケジュール等は以下のとおりです． 

 

 １．2015 年度大会より，「個別報告」および

「特別セッション」で報告後に投稿された原稿

のうち，掲載可と判定された原稿は，和文原稿

の場合「報告論文」として『農業経済研究』（以

下「和文誌」という）に，英文原稿の場合

「Research Letters」として『The Japanese 

Journal of Rural Economics(JJRE)』（以下「英

文誌」という）に，それぞれ掲載されることに

なりました． 

 

２．「個別報告」は，「口頭報告」と「ポスタ

ー報告」の 2 つに分けられます．口頭報告とポ

スター報告の両方に同じタイトルや内容で申

し込むことはできません．また，異なるタイト

ルや内容の報告であっても，筆頭報告者は，個

別報告全体で 1 報告に制限されます． 

 

３．「特別セッション」は，研究グループに

よる共通テーマの下，複数の研究報告と討論，

および会場参加者との質疑を行う研究発表の

場です．座長もグループ内で定めます．報告者

およびコメンテーターの人数や時間配分等は

代表者に任されますが，セッション全体を 1.5

～3 時間に収めてください．共同研究の成果を

公表したい場合等にこのセッションを活用し

てください．特別セッションは，発表の時間帯

を含め，個別報告と同等の取り扱いとなります． 

 

４．「報告者等の会員要件」について，「個別

報告」の場合，筆頭報告者とコレスポンディン

グオーサーは申し込みの段階で本学会員でな

ければなりません．非会員の場合，個別報告の

申し込み前に本学会ホームページ（以下，「学

会 HP」という）の「入会申請フォーム」で入

会手続きを済ませてください．また，「特別セ

ッション」の場合，代表者は本学会員であると

ともに，報告者とコレスポンディングオーサー

についても「個別報告」と同様の会員要件を満

たす必要があります．座長，コメンテーターに

ついては，制約はありません． 

 

５．次年度大会用の「個別報告申込要領」，「特

別セッション申込要領」，「個別報告発表要領」，

「和文誌投稿細則」，「英文誌投稿細則」は，10

月 30 日（金）に学会 HP へ掲載します． 

 

 ６．「個別報告の申し込み」については，口

頭報告，ポスター報告ともに，「個別報告申込

要領」に従って作成された 3点の書類（①報告

申請票，②報告要旨，③報告原稿）を，12 月

18 日（金）までに提出する必要があります．こ

のうち，①報告申請票の「報告言語」欄で，該

当する言語（日本語または英語）を選択してく

ださい．また，②報告要旨と③報告原稿は同一

言語（日本語または英語）で記載してください．

①の報告言語が日本語で，②および③の記載言

語が英語（あるいはその逆）でも結構です．例

年，分析途上の不完全な原稿が散見されますが，

申し込み段階で論文として完成していること

が受け付けの要件となっています．この点を厳

格に審査し，不完全な原稿は受け付けないこと

としますので，十分に留意してください. 

 

７．「特別セッション」を希望するグループ

は，６．「個別報告の申し込み」と同様，3 点の

書類（①報告申請票，②報告要旨，③報告原稿）

の全報告分と，④「全体申請票」，⑤「全体要

旨」をまとめて，12 月 18 日（金）までに提出

する必要があります．①～⑤は，学会 HP に掲

載予定の「特別セッション申込要領」に従って

作成してください．必要書類を受領後，「個別

報告」と同じ基準で，個々の報告および全体を

審査します．なお，審査に通ったセッションで

も，時間の短縮をお願いする場合があります．

また，会場費や運営のためのアルバイト代等と

して，1 セッションあたり 1 万円～1.5 万円（時

間により異なります）を負担いただきます．詳



 

 

しくは 10 月 30 日（金）に学会 HP へ掲載しま

す． 

 

８．「個別報告」と「特別セッション」は，

６および７に定める提出物に不備があった場

合，報告をお断りします．また，口頭報告から

ポスター報告へ（もしくはその逆の）変更を依

頼することがあります． 

 

９．「口頭報告」の報告時間は 25 分（17 分

の報告と 8 分の質疑応答）です．配布資料があ

る場合は十分な部数を持参してください． 

 

１０．「ポスター報告」は，プログラムで指

定された時刻に始める 10 分の報告（7 分のプ

レゼンテーションと3分の質疑応答）に加えて，

閲覧者への説明・討論を行うことが義務づけら

れています．この両方を適切に行ったことをポ

スター賞選考委員会が確認できた場合に限り，

ポスター報告を行ったものと認めます．ポスタ

ーの作成方法は「個別報告発表要領」に従って

ください．ポスターの内容と当日の報告を審査

の上，40 歳未満の会員である筆頭報告者が発表

する報告を対象にポスター賞を授与します．ポ

スター報告自体に年齢制限はありません． 

 

１１．「口頭報告」，「特別セッション」に液

晶プロジェクターを用いる場合のプレゼンテ

ーション用ファイル（pdf のみ）は，2016 年 3

月 9 日（水）までに，電子メールで下記の学会

事務局へ送付してください．なお，ファイルの

差し換えは認められません．詳しくは，10 月

30 日（金）に掲載される学会 HP の指示に従っ

てください． 

 

１２．「報告論文または Research Lettersの

投稿」について，個別報告や特別セッションの

報告を投稿する場合は，筆頭報告者が筆頭執筆

者となります．投稿に際し，以下の事項に注意

してください．①投稿原稿の様式は，和文誌お

よび英文誌の「投稿細則」に従い，原則 4 ペー

ジ，上限 6 ページです．3 ページ以下の原稿は

受け付けません．掲載料は 4 ページで 2 万円，

5 ページで 3 万円，6 ページで 5 万円です．②

英文サマリー，キーワード，メールアドレスの

記載，およびコレスポンディングオーサーの明

示が必要となります．③Research Lettersは投

稿前に英文サマリーを含む英文のネイティブ

チェックが必要です．④報告論文の英文サマリ

ーは編集部でネイティブチェックを実施しま

す．費用は執筆者の負担となります．  

 

１３．今後のスケジュールは概ね次のとおり

です．あくまでも暫定的なものですので，今後

の案内を十分に確認してください． 

 

今後の主な日程:  

（注：提出先はすべて下記の学会事務局） 

①「2016 年度大会のお知らせ（予告）」の掲載

学会 HP：9 月 1 日（火） 

②「2016 年度大会のお知らせ」の学会 HP へ

の掲載，会員への送付：10 月 30 日（金） 

③「個別報告申込要領」，「特別セッション申込

要領」，「個別報告発表要領」，「和文誌投稿細則」，

「英文誌投稿細則」の学会 HP への掲載：10

月 30 日（金） 

④個別報告（「口頭報告」および「ポスター報

告」）の申し込み締切り（「個別報告申込要領」

に従って作成された報告申請票，報告要旨，

報告原稿の提出（電子メール））：12 月 18 日

（金）17:00 

⑤「特別セッション」の申し込み締め切り（「特

別セッション申込要領」に従って作成された

全報告分の報告申請票，報告要旨,報告原稿，

および全体申請票，全体要旨の提出（電子メ

ール））：12 月 18 日（金）17:00 

⑥個別報告「口頭報告」の座長決定：2016 年 2

月中旬 

⑦学会事務局から座長予定者へ審査関係書類

の送付：2016 年 2 月中旬 

⑧プレゼンテーション用ファイルの提出（電子

メール）：2016 年 3 月 9 日（水） 

⑨「口頭報告」「ポスター報告」「特別セッショ

ン」：大会 2 日目，2016 年 3 月 30 日（水） 

 

学会事務局： 

〒153-0064 東京都目黒区下目黒 3-9-13（目

黒・炭やビル）（財）農林統計協会内 

日本農業経済学会事務局（担当：武石） 

電話：03-3492-2988 FAX：03-3492-2942 

e-mail：aesj@aafs.or.jp 

学会ＨＰ：http://www.aesjapan.or.jp/ 
 

http://www.aesjapan.or.jp/

